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補
正
予
算 

　
２３
議
案
　
審
議�

な�　
ど�

を�

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
が　
１１

億
３
４
１
６
万
６
千
円
、
特
別
会
計
が

１
６
７
４
万
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
合
計
で
、　

億
５
０
９
０
万
６
千

１１

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
市
債
８
億
６
２
９
８
万
１
千

円
、
都
支
出
金
１
億
４
９
２
７
万
円
、

国
庫
支
出
金
１
億
４
４
９
２
万
円
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
民
生
費　

億
８
２
万
５
千

１１

円
、
土
木
費
３
億
４
３
８
８
万
７
千

円
、
総
務
費
１
億
７
０
９
５
万
８
千
円

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
正
後
は
、

一
般
会
計
１
１
５
６
億
４
５
１
０
万
９

千
円
、
特
別
会
計
９
９
３
億
９
６
０
５

万
１
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
１
５
０
億
４
１
１
６
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
、
歳

入
で
は
市
税
６
３
６
億
３
７
１
０
万
４

千
円
（
構
成
比　

・
０
％
）
、
国
庫
支

５５

出
金
１
０
１
億
１
２
９
２
万
９
千
円

（
同
８
・
７
％
）
、
都
支
出
金　

億
７

９６

６
８
万
１
千
円
（
同
８
・
３
％
）
、
繰

入
金　

億
８
８
３
４
万
８
千
円
（
同
７

８０

・
０
％
）
、
市
債　

億
１
８
３
８
万
１

６４

千
円
（
同
５
・
６
％
）
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
５
３
億
７
４

３
０
万
９
千
円
（
同　

・
６
％
）
、
教

３０

育
費
２
０
８
億
６
４
５
３
万
８
千
円

（
同　

・
０
％
）
、
土
木
費
１
８
１
億

１８

５
５
０
５
万
４
千
円
（
同　

・
７
％
）、

１５

総
務
費
１
４
４
億
６
１
６
７
万
円
（
同

　

・
５
％
）
、
衛
生
費
１
２
０
億
１
５

１２１
７
万
６
千
円
（
同　

・
４
％
）
の
順

１０

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で

す
。
（
一
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）。

【
総
務
費
】

　

公
共
施
設
整
備
等
基
金
積
立
金
（
３

億
６
８
０
万
円
）

【
民
生
費
】

　

高
齢
者
住
宅
設
備
改
修
給
付
費
（
１

６
０
０
万
円
）
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

費
（
１
億
５
９
８
７
万
円
）
、
児
童
手

当
費
（
３
３
５
４
万
円
）
、
特
例
給
付

費
（
６
２
９
４
万
円
）
、
児
童
保
育
運

営
費
（
１
億
２
６
６
５
万
円
）
、
（
仮

称
）
鶴
川
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計

委
託
料
（
４
０
０
万
円
）
、
生
活
保
護

費
（
６
億
６
９
４
５
万
円
）

【
衛
生
費
】

　

外
壁
改
修
工
事
費（
１
１
１
０
万
円
）

【
商
工
費
】

　

町
田
市
元
気
を
出
せ
商
店
街
事
業
補

助
金
（
４
２
５
万
円
）
、
町
田
市
商
店

街
活
性
化
事
業
補
助
金（
２
０
０
万
円
）

【
土
木
費
】

　

道
路
整
備
工
事
費
（
１
５
６
０
万

円
）
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
改
修

工
事
費
（
１
２
０
０
万
円
）
、
駐
車
場

案
内
シ
ス
テ
ム
試
行
委
託
料
（
５
０
０

万
円
）
、
町
田
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ

く
り
等
整
備
事
業
補
助
金
（
１
４
４
０

万
円
）
、
公
園
等
用
地
購
入
費
（
８
億

６
６
３
５
万
円
）

【
公
債
費
】

　

教
育
債
（
東
京
都
市
区
町
村
振
興
基

　

高
ヶ
坂
出
身
の
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
佐

藤
琢
磨
選
手
が　

月　

日
に
市
役
所
に

１１

１５

寺
田
市
長
を
訪
問
し
、　

月
に
行
わ
れ

１０

た
Ｆ
１
世
界
選
手
権
の
最
終
戦
と
な
る

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
で
５
位
に
入
賞
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
参

戦
で
、
入
賞
は
日
本
人
と
し
て
片
山
右

京
選
手
以
来
で
す
。
ま
た
、　

年
に
も

９４

和
光
高
校
在
学
中
に
全
国
高
校
総
合
体

育
大
会
の
自
転
車
競
技
で
優
勝
し
、
そ

の
報
告
に
寺
田
市
長
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
２
度
目
の
対
面
と
な
り
ま
し

た
。

　

寺
田
市
長
は
「
町
田
は
サ
ッ
カ
ー
の

戸
田
選
手
な
ど
世
界
的
な
選
手
が
活
躍

し
て
す
ば
ら
し
い
。
今
後
も
け
が
の
無

い
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
、

佐
藤
選
手
は
「
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
苦

し
い
と
き
も
あ
っ
た
が
最
終
戦
で
よ
い

結
果
を
残
せ
て
よ
か
っ
た
。
来
期
は
経

験
を
生
か
し
て
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
下
旬
に
は
、
早
く
も
来
期
を
目

１１
指
し
、
本
拠
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
向

か
い
ま
し
た
。

そ
の
４

　

町
田
市
長寺

田　

和
雄

「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
の
名
に
恥
じ
な

い
雄
大
な
市
名
で
あ
る
。
片
仮
名
の

市
名
は
日
本
で
初
め
て
と
い
う
が
、

こ
の
地
で
教
諭
を
し
て
い
る
わ
が
娘

が
、
先
日
電
話
で
「
や
だ
わ
…
」
と

言
っ
て
き
た
。
こ
の
地
方
は「 
巨  
摩 
」

こ 

ま

と
い
う
立
派
な
名
称
も
あ
る
の
で
わ

か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
山
の
好
き
な

私
と
し
て
は
大
賛
成
で
あ
る
。
「
新

鮮
で
、
い
い
線
い
っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
」
と
言
っ
て
や
っ
た
。

　

わ
が
町
田
市
に
も
な
か
な
か
魅
力

的
な
地
名
が
あ
る
。
鶴
間
と
か
鶴
川

な
ど
鶴
に
関
係
す
る
地
名
な
ど
は
、

昔
か
ら
鶴
が
飛
来
し
て
い
た
も
の
だ

ろ
う
か
。 
三  
輪 
と
か 
沢  
山 
も
い
い
。

み 

わ 

さ
わ 
や
ま

三
輪
の
隣
に
奈
良
と
称
す
る
地
（
横

浜
市
）
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
奈
良

京
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。 
広  ひろ

 
袴 
と
い
う
地
名
も
好
き
だ
。
戦
時

は
か
ま

中
、
柳
田
国
男
が
地
名
に
興
味
を
抱

い
て
こ
の
広
袴
を
歩
い
た
り
し
て
い

る
。
小
野
路
、
小
山
田
な
ど
は
万
葉

　

お
隣
の
相
模
原
市
は
、
町
田
市
よ

り
五
年
ほ
ど
早
く
、
昭
和
二
十
九

年
、
神
奈
川
県
下
十
番
目
の
市
制
を

施
い
た
。
市
名
を
「
相
模
市
」
と
し

た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
県
庁
か
ら
相

模
市
で
は
神
奈
川
県
全
体
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
の
で
容
認
で
き
な
い
と
ク
レ

ー
ム
が
出
、
や
む
を
得
ず
「
相
模
原

市
」
を
採
っ
た
と
い
う
。
今
と
な
っ

て
み
る
と
、
人
口
六
十
万
を
超
え
、

首
都
圏
で
も
堂
々
た
る
地
位
を
占
め

る
に
至
っ
た
同
市
な
の
で
、
「
原
」

は
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
う
。
町
田
市
は
昭
和
三
十

三
年
、
隣
接
す
る
四
ヶ
町
村
（
町
田

町
、
鶴
川
村
、
忠
生
村
、
堺
村
）
が

対
等
合
併
し
、
東
京

都
下
九
番
目
の
市
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
当
時
の
人
口
六

万
余
が
、
今
や
四
十

や
鎌
倉
の
歴
史
を
感

じ
さ
せ
て
、
そ
の
土

地
柄
と
い
い
好
ま
し

い
地
名
で
あ
る
。
大

蔵
と
い
う
地
名
も
景

気
が
よ
く
て
好
き
で
あ
る
。
野
津
田

公
園
の
一
部
に
上
の
原
と
い
う
地
名

が
あ
る
。
台
地
上
に
あ
っ
て
地
形
と

ぴ
っ
た
り
で
あ
る
が
、
た
し
か
上
越

に
上
の
原
ス
キ
ー
場
と
い
う
の
が
あ

っ
た
と
思
い
出
し
た
。
成
瀬
は
昔
、

鳴
瀬
と
も
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の

方
が
魅
力
的
で
あ
る
。 
吹  
上 
、 
鞍  
掛 

ふ
き 
あ
げ 

く
ら 
か
け

も
い
い
。
地
名
で
は
な
い
が
、
忠
生

五
、
六
、
七
小
が
統
合
し
て
七
国
山

小
学
校
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
出
色
で
あ
る
。

　

総
じ
て
、
わ
が
町
田
市
は
開
発
地

が
多
い
が
で
き
る
だ
け
旧
来
の
地
名

を
尊
重
し
、
ど
こ
か
で
生
か
す
よ
う

に
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
小
山
に

は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
の
新
市

街
地
が
誕
生
し
た
が
、
近
く
「
小
山

ヶ
丘
」
と
名
付
け
る
と
い
う
。
大
賛

成
で
あ
る
。

万
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
急
成
長
ぶ

り
で
あ
る
。
四
ヶ
町
村
の
な
か
で
は

町
田
町
が
中
核
的
な
位
置
に
あ
っ
た

の
で
、
市
名
に
は
「
町
田
市
」
を
採

用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
西
東
京
市
」
「
南
多
摩
市
」
「
境

市
」
「
都
南
市
」
な
ど
の
案
が
三
村

側
か
ら
出
さ
れ
、
す
ん
な
り
「
町
田

市
」
と
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

い
ず
こ
も
新
市
名
で
は
何
か
と
話

題
は
つ
き
な
い
。
町
田
市
と
は
友
好

関
係
に
あ
る
山
梨
県
増
穂
町
に
隣
接

す
る
甲
西
町
や
櫛
形
町
な
ど
六
町
村

が
合
併
し
、
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
と

し
て
来
年
四
月
か
ら
発
足
す
る
こ
と

を
決
め
た
と
い
う
。
市
域
に
は
登
山

の
好
き
な
人
に
は
お
馴
染
み
の
芦
安

村
も
含
ま
れ
、
富
士
山
に
次
ぐ
本
邦

第
二
の
高
峰
北
岳
な
ど
が
あ
り
、

町
田
の
地
名
、町
名

に
つ
い
て（
２
）

Ｆ１ドライバーＦ１ドライバー�

佐藤琢磨選手が佐藤琢磨選手が�

寺田市長を訪問寺田市長を訪問�

Ｆ１ドライバーＦ１ドライバー�

佐藤琢磨選手が佐藤琢磨選手が�

寺田市長を訪問寺田市長を訪問�

Ｆ１ドライバー�

佐藤琢磨選手が�

寺田市長を訪問�

　

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が

１４

　

月
２
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
今
議
会

１２に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１４

算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。
議

２３

案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例

　

件
、
契
約
１
件
、
町
区
域
の
変
更
３

１５件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

２０

　

ペ
イ
オ
フ
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
基

金
に
属
す
る
現
金
の
預
け
先
を
現
行
規

定
の
「
銀
行
ま
た
は
信
用
金
庫
」
か
ら

「
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
」
に
改
正

す
る
「
町
田
市
基
金
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」。

　

預
託
金
廃
止
に
伴
い
、
新
た
な
制
度

融
資
の
枠
組
み
を
定
め
る
「
町
田
市
中

小
企
業
融
資
に
関
す
る
助
成
条
例
」。

　

保
育
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
町
田
市
保
育
運
営
費
徴
収
規
則
で

定
め
て
い
た
が
、
徴
収
基
準
額
表
を
含

め
て
条
例
化
す
る
「
町
田
市
保
育
運
営

費
徴
収
条
例
」。

　

市
立
保
育
園
に
お
い
て
行
う
特
別
保

育
に
つ
い
て
条
例
化
す
る
「
町
田
市
立

保
育
園
に
お
け
る
特
別
保
育
の
実
施
に

関
す
る
条
例
」。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
小
児
の
急
患
診

療
所
を
含
め
、
急
患
セ
ン
タ
ー
と
し
て

条
例
化
を
図
る
「
町
田
市
急
患
セ
ン
タ

ー
条
例
」。

　

小
児
医
療
の
充
実
の
た
め
、
診
療
科

目
に
「
小
児
外
科
」
を
新
設
す
る
「
町

田
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で

す
。

条

例

案
抱負を語る佐藤選手

補

正

予

算

案

金
）
繰
上
償
還
（
４
３
０
５
万
円
）

こ
ろ
、
か
な
り
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、　

月
か

１２

ら
、
環
境
浄
化
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
発

足
さ
せ
、
正
式
に
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　

月
は
２
日
・
３

１２

日
・　

日
・　

日
・　

日
・　

日
・

１２

１３

２１

２２

　

日
・　

日
の
昼
夜
間
を
予
定
し
て

２４

２６

い
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

商
工
観
光
課
11
７
２
４
・
２
１
２

９

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指
し
て

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指
し
て�

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指
し
て

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指
し
て�

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
街
を
目
指
し
て�

中
心
商
店
街
・
環
境
浄
化
パ
ト
ロ
ー
ル�

　

最
近
、
町
田
市
の
中
央
商
店
街
近

辺
で
は
夜
間
の
客
引
き
が
目
立
ち
、

「
怖
く
て
通
れ
な
い
」
、
「
卑
猥
な

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
」
な
ど
、
市
民

か
ら
市
や
警
察
に
沢
山
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
に

は
み
出
し
て
止
め
ら
れ
た
自
転
車
や

違
法
な
看
板
、
落
書
き
な
ど
も
目
立

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
試
験
的
に　

月
中
旬
、
町

１１

田
市
、
中
心
商
店
会
、
町
田
警
察
署

が
協
力
し
、
合
同
で
昼
夜
２
回
に
分

け
、
街
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
と


